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北地域まちづくり新聞 

１.上小口区の水・食料の備蓄事例 

 上小口の藤川区長さんから「災害時に、区が区民支援

をする必要があることはわかるが、何もなくては支援が

困難ということで、平成３０年度（2018 年度）から水・

食料の備蓄を開始した」「現在は備蓄を増やしている段

階である」「災害が無く使用しなかった物は、賞味期限

前に避難・防災訓練や上小口区の行事等で区民の皆様に

配布する事を予定している」というお話を伺いました。 

 何年か前に、上小口区内にある『デイサービス ゆい』は「町ハザー

ドマップでは水害浸水区域内で平屋建てのため、特にゲリラ豪雨のよ

うな急な水害で施設外避難が必要な場合に、全員を指定緊急避難場所

（北小学校）に連れていくことはとてもできない」と困っていらっし

ゃいました。 

 北地域自治組織が当時の区長さんに相談したところ、近くに学供が

あり鍵も含めて対応できるので、避難受け入れ可能ということになり

ました。施設代表から「上小口学供に避難をさせていただけるので、

本当にありがたい。学供への避難訓練もしました。」「ただ、学供も浸

水区域内なので、２階に避難が必要となった場合は、住民の皆様で手

助けいただければありがたい」というお話をされました。 
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「ものづくりで可能性を切り拓く」ということ。  

【水・食料を整理して備蓄】  

２.避難場所に学供施設の提供事例 

 被災直後に必要な食料等の備蓄は、各家庭での実施が原則ですが、大災害では何も持ち

出せずに避難される方も多いし、公的機関も即時支援は困難です。北地域自治組織は指定

避難所（北小防災倉庫）に最低限の水を備蓄しています。行政区でも備蓄をされている地

区があります。区備蓄品は区民が早期に利用できるので非常に役立つと思われます。 

そこで、上小口の取り組みを紹介します。 
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ペットボトルキャップの回収に ご協力いただきありがとうございます 

① 軽くゆすぐなどして 
汚れていないキャップ 

（ ） （ ） （ ） 

 
区長の皆さんとの意見交換会 

ペットボトルキャップ回収のお願い 

〇 リサイクルできるキャップ 
②清涼飲料水の 

キャップのみ 

✕ リサイクルできないキャップ  

シールやテープが 
貼ってある物 

汚れている物 
サイズの異なる物 

Q:10/16（土）に実施する、白タオルを使用した安否確認訓練の集計

結果を、各学共等にある行政無線を利用して役場に連絡する方法が、

時代遅れではないですか。スマートフォンアプリ ライン等を利用す

る方法にしたらどうですか。 

A:安否確認訓練の集計結果の連絡方法は様々ありますが、実際の災害

時にライン等が繋がらない場合も想定し、行政無線の使用練習も兼

ねて、今回もその方法でお願いしたい。それに加えて他の方法も検

討したいと思います。 

  また、新型コロナ禍により、集合訓練による避難防災訓練は中止

し、防災部会員を中心に少人数で避難所立ち上げ研修を実施します。 

 7 月 15 日（木）に北地域内 5 名の区長の皆さんと今年度 1 回目となる意見交換

会を実施しました。自治組織からはそれぞれの部会の活動状況を報告し、引き続き意

見交換をしました。このような会の積み重ねにより、行政と自治組織の一体化への足

掛かりとなると良いと思います。以下に、意見の一部を Q＆A で紹介します。 

 

【選別作業】 

キャップ回収後、再利用する為に機

械の型に入れ潰し、チップ状に加工し

て再利用するため、同じ形状で汚れ

（不純物）のある物を混合しない事が

条件です。現状は、回収キャップ全て

の選別作業を行っています。 

【参考】 6 月現在 
〇選別作業結果 
・検査重量    13.5 ㎏ 
・合格品    8.5 ㎏  63％ 
・不良品    5.0 ㎏  37％ 

〇不良品の内訳 
・汚れ品    4.5 ㎏  90％ 
・規格外品   0.49 ㎏  9.8％ 
・その他    0.01 ㎏  0.2％ 
①  シール付品  6 個 
②  テープ付品  2 個 
③  アルミ蓋   2 個 
④  ボタン電池  1 個    

Q:各イベントのコロナ対策は、充分に行われていますか？ 

A:検温などの健康チェック、手指消毒を徹底し、椅子の間隔は 2ｍに配

置するなど、感染拡大に繋がらないよう万全な体制をとっています。 

 


